The Australian Economy and Its Geographical Background by 宮下 史明
15
オーストラリアの経済と
　　その地理的背景
宮　下　史　明
　第二次大戦はオーストラリアに大きな衝撃を与えた。ジェームス・クックが
200年前にこの大陸を発見して以来，英国の植民地として，また1901年以降は
芙連邦の一員たる独立国として発展してきたが，そこには常に英国及び欧州と
の強い結びつきがあったのである。
　しかし第二次大戦中の英国軍のアジアでの敗退は，オーストラリアにとって
直接的な軍事的脅威をもたらし，またヨーロッパからの物資の輸入が困難とな’
り，国内の全ての人的・物的資源は戦時体制下に動員された。
　第二次大戦中の苦しい経験から，オーストラリアは小さな孤立した国家であ
るという考え方が，国民大衆の間に深く浸透し，人口の増加と工業生産の増大
が不可欠であるということが理解され，これがこの国の戦後の経済政策の中心
となっているのである。
　オーストラリアは従来の英国及び欧州一辺倒の立場から，太平洋諸国のそし
てアジアの隣国という考え方に変りつつある。その背景には，目本とオースト
ラリアの貿易は近年飛躍的増大を示し，日本は英国を追い抜いてオーストラリ
アの最大の輸出先となり，また目本にとってもオーストラリアからの鉄鉱石，
石炭，羊毛の輸入なしには経済の発展は考えられないという事実がある。両国
の貿易は競合的なものでなく，補完的な貿易である。
　オーストラリアの経済は今後どのような方向に進んでいくかということは，
日本にとって無関心ではいられない。オーストラリアの経済の現状はどのよう
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なものであろうか，またそれはどのような自然的背景によって制約されている
であろうかということは，オーストラリア経済の将来を考えていく場合不可欠
なことである。オーストラリア及びその経済は，表面的な統計数字から単純に
判断すると誤った像を懐く危険性が大きい。そこで以下，オーストラリア経済
の正しい姿を紹介してみたい。
1
1－1オーストラリア経済の現状
　オーストラリアの経済はどのような規模であろうか。日本との比較において
これを見てみよう。
　　　　　　　　　　第1表オーストラリアの国民総生産
国民総生産　　1人当り　　国民所得　　1人当り　世界j煩位
（億ドル）　　　（ドル）　　（億ドル）　　（ドル）
オーストラリア　　　　295
目　　　　本　　　1，659
2．455　　　　　　238　　　　　1．975　　　　　7｛立
1．622　　　1．319　　　1．290　　　16位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1968年〕
　国民総生産は，目本の1，659億ドルに対して，オーストラリアは295億ドル
と，1／5～1／6の大きさであるのが，1人当りのGNPを見ると2，455ドルと，
目本に比較して非常に高い。これは経済の規模は後に触れるように人口の少な
さのために小さいが，一人当りで見る限り，人口の少なさがかえってプラス要
因となって，裕福な国民であることが理解されよう。
　まずオーストラリアの経済を外部から分析するために，貿易構造について見
てみよう。
　第2表に見る通り，輸出の中心は，羊毛それに近年生産の増加著しい肉類，
小麦，鉄鉱石，石炭などの第一次産品である。それに対して輸入品目は，棲械
類，自動車，航空機などの工業製品と原油である。
　貿易相手国としては，輸出の21％が日本向であって，この国の歴史を通じて，
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第2表オーストラリアの主要貿易品目及び貿易相手国
〔輸 出〕 〔輸 入〕
羊 毛 836 機 械 類 926
肉 類 313 自 動 車 324
小 麦 286 原 油 238
鉄鉱石 157 航 空 機 174
砂 糖 136 鉄 鋼 103
果 実 116 紙 類 100
計 3，403 計 3，858
f1968年童位百万ドル〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1968年単位百万ドル）
輸出先　日本21％イギリス14％USA13％ニュージーラソド5％
輸入先　USA26％イギリス22％目本11％西ドイツ6％
かつて英国を追い抜いた国は目本以外にはなく，かつ輸出の1／5以上を一国に
依存することは，相手国の景気変動の影響を大きく受けるとして，過剰依存で
あるという声もかなりあるが，オーストラリアにとって目本なしの経済発展は
考えられないのである。また輸入先もU．S．A．が1μ以上を占め，ここでも英
国の比率は相対的に低下している。この表に見るように，オーストラリアは英
国の経済圏から徐々に脱却し，太平洋国家である目本とアメリカとの経済的結
びつきが緊密となって屠り，イギリスがECに加盟した場合さらにこの傾向は
強まるであろう。戦後オーストラリアは工業fヒを進めてきたが，工業製品の輸
出は5億6，300万オーストラリア・ドルと，まだ全貿易額の17％を占めるに過
ぎない。しかもこれら工業製品の輸出の1／2がパプア，ニューギニアなどの南
太平洋の地域，ニュージーランド，そして1μがシンガポール，マレーシア，
インドネシアなどの東南アジア地域向であるのが特徴である。羊毛や小麦の輸
出は量的にはかなり増大しているが，相対的上ヒ重は20年前の約1／2に低下した
が，それぞれ輸出額の24％と8％と依然として重要な輸出品であることには変
リがない。
　それでは次に目本とオーストラリアとの貿易関係について見てみよう。目本
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第3表　日本とオーストラリアとの貿易
（オーストラリ7へg輸出） （オーストラリアからの輸入）
（千ドル） ％ （千ドル） ％
機械類162，523（34．2）羊 毛315，077（25．3）
鉄 鋼45，912（9．7）鉄鉱石273，451（22．O）
綿織物　35，763（7．5）石 炭208，590（16．8）
合成繊維織物　　17，226　（3．6）小 麦83，216（6．7）
プラスチックス　　　14，710　（3．1）砂 糖41，316（3．3）
合成繊維糸　　14，177　（3．O）肉 類34，183（2．7）
金属製品　14，422（3．0）鉄 鋼24，820（2．0）
I精密機械　13，161（2．8） 銅 24，020（1．9）
魚介類　10，335（2．2）鉄くず21，625（1．7）
計 475，604（100．0） 計 1，243，386（100．O）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1969年）
はオーストラリアから羊毛，鉄鉱石，原料炭などの工業原料と，小麦，砂糖，
肉類などの食料晶を輸入し，機械類，鉄鋼，繊維製品などの工業製品を輸出し
ている。金額的に見れぱ目本の大幅な輸入超過であるが，両国の貿易は，競合
関係ではなく補完関係にあると言えよう。
第2表および第3表から判断される限りでは，オーストラリアの経済は第一
次産品を輸出し工業製品を輸入する低開発国型の経済のように思われる。しか
しながら，産業別就業人口の割合からこの国の経済を内部より分析すると必ず
第4表　産業別就業人口の割合
オ＿ストラリァ（1966年）日　　本（1970年）
農林・水産業 9．4％ 17．4％
鉱業・製造業 28．2 27I4
建　設　業 8．8 7．7
運輸・通信業 10．O 6．9
商　　　業 19．9 22．5
公務・サービス業 23．7 18．1
計 100．O 100．O
実数（千人） 4，856 50，940
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
しもそうであるとは言えない面が多分にある。
　すなわち，農林・水産業に従事する労働者の割合は9．4％と，日本の半分に
近い。そして鉱業・喫造業に従事する労働者の割合は28．2％と，両国ほぼ等し
い。この内鉱業労働者は5，6万人泣で全労働者の1％強にすぎず，製造業従事者
が圧倒的に多い。公務・サービス業の割合は，オーストラリアの方がむしろ高
く，第三次産業全体をとってもオーストラリアの方が高い。つまり第4表から
は逆にオーストラリアは第二次，第三次産業従事者の割合の大きい先進国型の
経済に近いと判断される。この外部からの分析と内部からの分析の相異なる結
果は，何によって説明されるであろうか。第一に考えられることは，工業の規
模が小さく，かつその生産1生が低いのではないかと考えられる。従業員規模別
の工場数を見るならぱ，1968年の全工場数62，954の内，24，855工場（39，5％）
は従業員4人以下の工場であり，5，251工場（8．3％）は従業員5～10人の工場
であり，14，544工場（23．1％）は従業員数11～20人の工場である。つまり約
70％の工場は従業員数20人以下の小工場であり，従業員数500～1000人の大工
場は188工場，1000人以上の工場はわずか95工場にすぎない。つまり製造工業
の従事者の割合が高いと言っても，その圧倒的部分は小工場で働いているので
ある。この当時の工場労働者の年平均賃金は男子3，206オーストラリア・ドル，
女子1，746オーストラリア・ドルという高い賃金を得ている。
　産業別の生産性の相違を示すために，やや年度は古くなるが，1963年の数字
をあげよう。1960年の価格に換算して，1人当りのGNPは農業2，224ポンド，
鉱業2，304ポンド，製造業1，741ポンド，第三次産業1，289ポンド，全産業平均
では1，524ポンドとなっている。つまり農・牧畜業（Ruエa1indus位ies），鉱業の
生産性が著しく高く，製造工業とそれに特に第三次産業の生産性が低いことが
示されようユ〕。
　労働力の不足というこの国の大きな制約条件からして，賃金はこの国独得の
仲裁制度などから高くならざるをえず，しかも工場規模の小ささとあいまって，
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製造工業の輸出競争力は弱く，大規模な棲械化が行なわれている農業や合理的
な経営の行なわれている牧畜業，大規模な機械的採掘作業が行なわれている鉱
業は生産性が高く，したがって輸出競争力も強い。かくしてオストラリアは生
産性の高い農・牧畜業，鉱業の生産物を輸出して外貨を獲得し，その必要とす
る工業製品を輸入しているのである。
　戦後オーストラリアは経済成長と，人口増加を政策の中心として来た。しか
しながらその実現は，資本や労働力の不足，国際収支の危機などによって決し
て容易ではなかった。オーストラリアの経済政策はどのようなものであるかは
目本にとっても重大関心事である。
注1）農業の生産性はニュージーラソドに次いで世界第二位である。
1－2オーストラリア経済の将来
　オーストラリアは戦後一貫してインフレーションなき経済成長と人口増加を
国の政策の中心課題としてきた。戦後20年問に人口は45％増加し，国民総生産
は80％も増大した。そして失業率も戦前の9～30％から2％と，ほぼ完全雇傭に
近い水準に到達した。しかしながらこれに至るまでの道は，国際収支の危機な
どの問題があって決して平坦なものではなかった。オーストラリアは以下に述
べるように今後も完全雇傭と高い生活水準の維持などを目標としているが，そ
れらの諸目標は相互に矛盾するものもあり，その実現は決して容易ではない。
　オーストラリアの経済政策の目標は，“a　high　rate　of　economic　and　popu－
lation餌owth　with　full　employment，increasing　productivi蚊，rising　standaエds
of1iv1ng，extema1曲bility　and　stability　of　costs　and　prices’’の七大目標で
あるユ〕。
　第一の目標である高い経済成長とは，今後十年問年5％以上の成長を“high”
と呼ぶ。人口増加は年2％以上をhighと定義するが，自然増加率を一定と仮定
した場合，1975年までの十年間2％以上の増加率を見るためには，年間75，㎜
人以上の移民を受け入れねぱならない。第三の目標である完全雇傭の定義は明
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確ではないが，ここでは失業が拙ctional，stエuctural，seas㎝a1typesに隈ら
れている状態を指し，失業率1．0～1．5％の状態を言う。つまり不況による失業
者の存在しない状態である。しかしこの数字に満足している訳ではなく，さら
に少ない比率になることを目標としている。第四の目標である生産性の向上は，
国民経済的に見て雇傭労働者の一人当りのGNPの大きさで測定する。これは
研究や教育訓練，経営管理技術の進歩，資本設備などによって増大されう乱
第五の目標である生活水準の上昇とは，社会の経済的福祉の平均的状態の向上
と定義されるが，これは大きく四つの種類に分類される。第一は一人当りの
GNPの大きさ，第二は家や自動車の所有率などの特別な指標，第三は非物質
的な要素である公園や美術館のようなサービスがえられるかどうかと言うこと
や，労働時間や有給休暇などの労働条件，第四は所得が平等に分配されている
かどうかという所得分配の指標などによって示される。
　第六の目標である外的生存能カ（Extema1Viabi1ity）は，ある国の世界の他
の諾国に対する財政的関係を示すものである。すなわち，輸出と借入によって
海外から獲得した外貨が，輸入代金と投下資本に対する利子支払いに見合うか
どうかという国際収支の問題である。第七の目標は物価の安定である。長期的
には物価の上昇は避けられないが，インフレーションの除去ないしはそれを最
少限に押えることを目標としている。
　七つの目標の中であるものは相互に関連しまたある目標は相互に矛盾してい
る。例えば経済成長と人口増加をおし進めていくと，需要の増大のために物価
は上昇する傾向がある。したがってこれら七つの目標を同時に実現することは
不可能であるので，一国の経済政策としては何に重点を置き何を優先させるか
を決定せねぱならない。その場合高度経済成長と完全雇用は常に最も優先され
るものである。しかしながらこれらの目標の達成は，自然条件，国際収支の間
題，資本形成率，価格の不安定性などの障害によって大きく影響され札また
オーストラリアは連邦制をとっているため，連邦政府の権限は，国防や外交，
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貿易などの特定事項に隈定され，教育，司法，警察，鉄道などは州政府の権限
である。各州の首府は地理的にも離れて居り，州の独立制が非常に強く各州の
利害が対立することも多く，また連邦政府と州政府の意見の相違もあリ，国民
．全体が満足するような経済政策を実行していくことは容易ではない。
　国土の割に人口の少ないオーストラリアは，地域開発や経済成長のため莫大
の資本を必要としている。国民総支出額の26％近くを新しい投資にあてている
が，それだけでは不十分であって，イギリスやアメリカ，カナダ，目本などか
ら多額の資本を導入している別。
　その利子支払いも大きな問題ではあるが，この国の重要な資源である鉄鉱石
や石炭，ポーキサイトなどの開発は外資によってなされて居り，オーストラリ
アは外国資本に乗っ取られるのではないかという危険性も大きい。この資本，
国際収支，価格などの間題は興味ある事実であるが，経済地理学の対象外であ
るので，以下地理的条件の影響のみについて考察を進めて行きたい。
・注1）Commonwea1thofAustra1ia，“Repo血oftheComitteeofEconomicEnquiry”
　　Vo1．I　p－28
　　2）1969年現在約77億オーストラリア・ドルの資本が外国から投資されている。
2－1オーストラリア経済の地理的背景
　オーストラリアは東経113V～東経153，391，南緯10．41’～43．39’（タスマニ
ア島を除けぱ南緯39．81）の間に横たわる太陸国家であり，面積はソ連，カナ
ダ，申国，アメリカ合衆国，ブラジルに次いで世界第五位の791万km2である。
これは目本の約21倍の広さである。国土の39％が熱帯圏に属し，一般的に言っ
てオーストラリアの気侯は暑い気侯である。しかしながらこの広大な大陸の全
てが利用可能な土地ではない。それは，この大陸は南半球の高気圧帯・反季節
風帯に位置するため，晴天で雨の少ない気侯に支配され，国土の3／4が海抜
　1028
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第5表オーストラリアの面積及び人口
面　積 人　　口 人口密度（千km2） （千人） （人ノkm2）
オーストラリア 7，910 12，415 2 （1967年）
／蔦票 7，687 11，810 2223 605 3
クリスマス島 O．1 4 27
ココス諸島 O．01 1 45
ノーフナーク島 O．04 2 42
パブア 223 59．8 3
二三一ギニア
（信託統治領） 239 1，659 7
目　　　本 370 99，918 270 （1968年）
450m以下で最高峰のMt．KOSCIUSKOでも海抜約2，200mという比較的
平坦な地勢のため，一部の地方を除いて雨量は非常に少ない。それに対して蒸
発量が非常に大きいため，国土の大部分は砂漢または半砂漠となうており，農
業活動は勿論，人間の居住すら困難な地域が大部分である。すなわちこの国の
経済活動は，雨量の多寡およびその信頼性によって決定されていると言っても
過言ではない。
　a．水資源
　先述したように，この犬陸は雨が少なくかつ不規則であって信頼性が低く，
また地域的に偏って降る。すなわち年降水量．250mm以下の地域が国土の
39％を占め，蜘㎜～375㎜の地域が20．6％，375㎜～500mの地域が
11．脇，500mm～脳㎜の地域が9．O％，625mm～750mmの地域が7．2％，
750mm～1000mmの地域が6．1％であって，1000mm以上の地域がわずか
6．9％を占めるにすぎない。東京の年平均雨量がI，500mmであり・日本の乾
燥地域と言われる地域でも年雨量1，O⑪Omm以下をさす程度である。オースト
ラリア大陸は一般に高温で特にその中央部刊ま隼一間蒸発量が255θ0m皿’以上も
あるので如何に乾燥した大陸であるか理解されよう。このように雨の少なさが
人間生活および植生に犬きな影響を与えているのであるが，単なる年雨量より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l029
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E丑ective　rainfallを用いた方が経済活動への影響を知る場合よリ有効である。
このE丘ective　rainfal1とは一カ月の雨量が0．4Eo．守5よリ多い降雨をいうが，
この場合Eはその月一カ月間の標準水面よリの蒸発量を表す。この有効降雨の
ある月が五カ月以下の場合は植物は生えても，農業を行なうことは危険である。
　第1図で白く残された地域は，ほぼ年雨量250皿m以下の地域であって，主
として砂漠である。囲ec加eエai㎡aユ1という概念は，厳密に言えぱ，実際には
土壌内には前月に降った雨の水分が残っていることもあるので，必ずしも正確
な指標であるとは言えないが，農業活動への制約性を知る上で有効な概念の一
つである。第1図から分かるように有効降雨五カ月以上の地域は東海岸および
西海岸のバース附近，それに北部のヨーク岬半島，アーネムランド半島である。
雨の大部分は南回帰線以北の地域に降るが，この地域は人口稀薄であって，そ
れらの水は全く利用されずに流出している。東海岸附近にはGreat　Dividing
Rangeという大山脈が海岸とほぼ平行して南北に走っている。この山脈の高
度は万年雪を頂くほどには十分ではないが，多くの雨がこの地域に降る。しか
し大きな問題は，海岸平野は幅の広い所でも60～70マイルしかなく，この山脈
に降った雨の大部分は短蒔間の内に，東海岸に流れ出てしまうことである。こ
の山脈の西にはMurry－Darhng河というこの国唯一の大水系があり，これは
クインスランド州，ニュー・サウス・ウエルズ州，ヴィクトリア州三州の農業
地帯の重要な水源であるが，その流域は雨量も少なくまたそれが不安定のため，
大きな問題となっている。そのため，Snowymountain計画など，この山系に
ダムを作ったり，トンネルを掘って東に流れる水を西に流れるようにしている
が，雨量の不規則かつ少ないことは，ダム建設のコストの上昇をもたらし，ま
た水力発電も制限される。また，この地域は第2図に見る通りブリスベン
（Brisbane），シドニー（Sydney），メルボルン（Melboume），アデレイド
（Ade1aide）などの大都市のある入口密集地帯でありかつまた主要工業地帯でも
あるので，農業用水の外に，飲料水や工業用水の確保もまた重要な問題となっ
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ている。また内陸蔀の一部特にGreat　Artesian　Basinと呼ばれる地域は地下
水が豊富で，それを風車などで地上に汲み上げて，家畜の飲料水として用いて
いる地方もあり，実際には第1図の白地や鎖線で示されている地方でも農業活
動が行なわれている。この国は水さえあれば，もっと多くの人口を養なってい
くことが出来る。北部地方に降った雨を東海岸地域まで運んでくることは経済
的に不可能であるので，Great　Dividing　Rangeに降る雨の効率的な利用と，
海水（塩水）の淡水化技術の開発がこの国の経済発展の鍵を握っていると言え
よう。
　b．土　壌
　土壌の性質は一般的に言って，その地方の気侯と密接に関連している。オー
ストラリアの土壌は一般的に非常にやせている。それは一つには乾燥した気侯
のために植物の成長にとって必要な水分を含んでいないことによる。第二には，
窒素，リン，カリ，硫黄などの主要肥料分と銅，亜鉛，モリブデン，マンガン，
棚素などの微量成分の合有量が低いことによる。しかしながらこれらの欠陥は，
雨量の比較的多い地方や灌激がなされている地方では，適当な肥料の散布や窒
素分を補なうために豆科植物を植えることによって克服されている。
　オーストラリアの土壌の中でPodezo1icとLeachedsoi1sが豆科植物を植え
たり過燐酸肥料を年々まいて牧場として用いられている。
　小麦や大麦の栽培はRed－Brown　earthsやB1ack　earthsと呼ばれる赤色の
土壌カミ用いられ，この地域の一部（N．S，W、州，VIC州）では灌概によって園
芸農業が行なわれている。内陸部の半乾燥および乾燥地域の土壌は中性ないし
アルカリ性の土壌であり，現在の処は雨が少ないために牧場などに用いられて
いる程度である。
2－2人口および人口の地理的分布
　オーストラリアはその国土の広さと比較して人口は非常に少ない。1967年の
人口はオーストラリア本国1，181万人，属領605万人の合せて1，241．5万人であ
　1032
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る。現在め人口は1，280万人泣と言われている。人口密度は一平方km当り2
人という驚くべき低さである。しかしながらこの人口は後述するように国土に
均等に分布している訳ではなく，気侯的に恵まれた東部海岸地域に密集してい
るのである。この国土面積に比較しての人口の少なさおよぴ人口の不均等分布
は，オーストラリアの政治・経済に大きな影響を与えているのである。
　人口が少ないということは，一方では労働力の不足をもたらし，他方では国
内市場が狭いことを意味する。第二次大戦中のオーストラリアは欧州から遠く
離れた孤立した小さな国であるという国民大衆の実感は，この広い大陸にもっ
と多くの国民をもとうという考えとなり，それが戦後の人口増加政策となって
具体化されている。人口の自然増加率は，戦後一貫して1．3％台である。そこ
で2％以上の高い増加率を実現するためには移民にたよらねばならない。
　オーストラリアの歴史は移民の歴史であるといってもよい。この国の人々の
大部分は，英国やアイルランドからの移住者やその子孫である。戦後一早く
1945年より移民計画がなされたが，初期の目的はより多くの人口を持つことが
国を防衛するために不可欠であるといった経済的理由よりむしろ国防上の理由
からであっむしかし経済が安定するとともに，労働力不足が経済成長の足か
せであることが理解されてからは，経済的理由から移民を受け入れるようにな
った。移民はこの国の経済生活に影響を与えると同時に，人口の年令構成にも
大きな影響を与えている。すなわち全人口の40％が21才以下の青少年であり若
年層の人口増の大きな部分は移民の貢献である。特に1947年から1961年間の男
子労働者の増加数の80％は移民によってもたらされた。移民はかくして数量的
にも重要であるが，また彼らは本国で習得した教育や技術をもってくるし，ま
た特に若年の単身移民労働者は奥地の建設地や鉱山などにも働きに行くので，
労働力の可動性が高められたのである。他方では人口増加は国内市場を増大し
投資を助長するという結果をもたらした。またこのような経済的な側面ぱかり
でなく，移民はそれぞれ異なった母国の文化をオーストラリアに持ち込むので，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l033
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文化や食物，生活様式などの多様性が生まれてくるという長所もある。
　しかしながら移民による人口増加政策は上述したようなメリットぱかりでは
なく，またディメリットをもたらしている。すなわち，移民の旅費，彼らのた
めの庄宅建設，それにともなう掌校や道路，上下水道の建設が国家の費用とし
て要求され，また工場設備や道具を移民に提供しなけれぱならない。これは莫
大な負担である。もしこのような必要がなければもっと効率的に資本を投下し，
資本装備率を高め，労働者一人当りの生産性を高めることができるのである。
第二に移民はシドニーやメルボノレンという巨大都市に集まり，これらの都市は
すでに経済的規模を越えて巨大化しているため，その再開発のために多額の投
資を要求されている。第三に前世紀においては移民は輸出産業に従事して，輸
出増大に貢献してきた。しかし現在では製造工業の輸出競争力は弱く・彼らは
輸出に貢献するよりもむしろ消費者として輸入に貢献しているといってもよい。
また国内市場でも移民は需要の増大をもたらし，物価を上昇させる傾向にある。
最後には景気には変動があるのが常であるから，不況の際多数の移民が存在す
ることは大きな重圧となってくる。
　移民の数は戦後325万人以上と言われているが，移民の出生地を見ると，移
民援助計画による英国・アイルランドが圧倒的に多く，それに次いでイタリー，
ギリシャ，ドイツ，オランダが多く，またポーランドやユーゴスラビアからの
移民もかなりあることが注目される。そして戦争による亡命者35万人を移民と
して受入れている。第6表から一見して分かるようにアジアからの移民は殆ん
どない。これは白豪主義とも言われてきたこの国の特有な人種政策の結果であ
る。同じ。白人とは言っても英国人・アイルランド人と言語や風俗習慣の異なる
イタリー人やドイツ人，ギリシヤ人を受け入れている。彼らがオーストラリア
人に完全に同化してしまえぱ問題はないが，彼らは地域的に集まって居住し母
国語を使用するなど別社会を形成する傾向がある。したがって人種の同質性の
維持を目指すこの政策も彼らの人数も少なくまた社会が安定し経済が成長して
　l034
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第6表オーストラリア居住者の出生地別
　　　人口分類
Austra1ia
New　Zealand
U．K．and　I正eland
Gemany
G工eece
Ita1y
Malta
Nether1…md
Po1and
Other
Tota1Euヱope
○亡her　Coun出es
Total　bom　outside
Grand　Total
9，419，524人
　52．485
　908．664
　108．709
　140．089
　267．325
　55．104
　99．549
　61．641
　252．430
1，893．541
　184．924
2，130．920
11，550，462
（1966年セ：／サスによる）
いる場合には問題がないが，社会に種々の問題が発生して来た場合，アメリカ
合衆国のような人種間題が全く起らないという保障は何もない。また8万人と
も言われるオーストラリア原住民の存在も忘れてはならない。
　政府は年々2％以上の人口増加をもたらすために年問10万人近くの移民を受
け入れているが，彼らの全員がオーストラリアに定着する訳ではなくて，オー
ストラリアの気侯や杜会になじめず帰国する者も数多くい乱戦後325万人と
言われる移民の内，120万人近くの人々がすでに帰国している。経済成長のた
め移民による人口増加が必要であることは理解されるが，人口爆発ともいわれ
る二十世紀の第四・四半世紀に，高い生活水準を維持していくために人口の少
ないこともまた逆に有利な条件となることを忘れてはならない。人口対資源比
を考え，東南アジアとオーストラリアを比較した場合，このことは容易に理解
されよう。かくしてオーストラリアの人口政策は一概には評価できないのであ
る。
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a．人口の地理的分布
　オーストラリアは六つの州ど二？、の特別地区に分かれているが，人口はこの．
国全体に均等に分布している訳ではなく，地域的に非常に傭在していることが
特徴である。すなわち人口の大部分は東部のニュー・サウス・ウエノレズ州，ヴ
ィクトリア州，クインスラン．ド州に集中している。これはこの地方が気侯的に
恵まれていることに帰因している。第二の特徴としては，各州の首都の人口が
ずば抜けて大きいことである。シドニーの271万人，メルボルンの237万人とい
うこの国の二大都市の他に，ブリスベン■（クインスランド）の83万人，アデレイ
ド（南オーストラリア）の81万人，バース（西オーストラリア）の64万人など
各州の首都は非常に大きく，その州の第二位の都市との人口格差が非常に大き
いのが特色である。上記の五大都市とタスマニア州の首都ホバート（人口15万
人）と連邦政府の首府キャンベラ（人口12万人）を合せて，Me倣opolitan　area
と呼んでいる。そしてここに人口の58％が居住し，またこれ以外の人口1，000
人以上のUrban　centresには人口の25％カミ居住し，農村部（rural）に居住する
人口はわずか17％にすぎない。このようにオーストラリアの人々の大部分は都
市的生活をして居り，しかもMetropo1itan　areaの比重が高い。これは世界的
第7表各州の面積および人口の対全国比
州　　　　　名 面　　　積 人　　　口 人口密度＊
New　South　Wales 10．43％ 36．40％ 14．64
Victoda 2．96 27．48 38．92
9ueenSland 22．47 14．34 2．68
South　Austra1ia 12．81 9．28 3．04
Western　Aust正a1ia 32．88 7．77 0．99
Tasmania 0．89 3．14 14．83
No沁em　Tenitory 17．50 0．56 O．13
Australia］ユCapital　Terdtoτy0．03 1．03 136．02
Austra1ia 1oo．oo 100．00 4．19
＊　1平方マイル当りの人口 （1969年12月31日現在）
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な都市化現象と同様に説明されるが，オーストラリアの場合歴史的に見て，植
民時代の初期から前述の各州の首都（いずれも港湾都市）を中心に発展して来
たため，もともと都市の比重が高かったように思われる。オーストラリアでは
人ロー万人の都市と言えばかなり重要な都市である。
　オーストラリアは連邦制をとってはいるが各州政府の力が非常に強い。各州
の首都は地理的にも離れておりまた歴史的に相互に独立して発展してきた関係
もあって，その結びつきが弱い。これらの地域はまた主要工業地帯であるので，
人間や物資の空間的移動をどうやっていくかということは大きな間題である。
これら人口密集地帯の先はアウトバヅク（Outback）とよぱれる人口稀簿な広大
な地域が横たわって居り，そこには少数のオーストラリア原住民（Aborigines）
と牧場の人々が住んでいるに過ぎない。しかし近年このアウトバックで鉄鉱石，
銅鉱，ボーキサイト，ニヅケル鉱などの資源が続々と発見され，無人の荒野に
新たな鉱山町が建設されている。しかしながらそこでの厳しい生活や採掘した
鉱石を市場にまで長距離の輸送を必要とし，その開発はなかなか容易ではない。
2－3天然資源
　オーストラリアは水資源，森林資源を除いては天然資源に非常に恵まれてい
る。特に鉱物資源は豊富であって，石炭，亜鉛，鉛，鉄，ニッケル，銅は近年重
要な輸出商品となっている。これらの鉱物資源について述べるには多くの紙数
を必要とするので，ここでは主要な鉱物資源について略述するにとどめたい。
鉄鉱石は主として西オーストラリア州の西北部のマウント・ニューマンやハマ
スレー鉱山，南オーストラリア州のM三ddlebackRanges，サベジ・リバ（タス
マニヤ）で採掘されている。西オーストラリアの鉄鉱石は1960年以降に発見さ
れたものであって・その埋蔵量だけでも200億トン以上と言われ，一鉱山年産
500万トン以上という大規模なものである。国内でBroken　Hi11Proprietaエy
という製鉄会社に用いられる以外は大部分目本向けに輸出されている。
　石炭もまた恵まれて居り，ヴィクトリア州のLatrobe　Vaneyの褐炭は54億
　1038
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トンと世界第二位の埋蔵量であり大規模な露天掘によって採掘され，大部分は
現地の火力発電所で電力に転換され，メルボルンを中心とする同州の電力の4／5
をまかなっている。石炭の中で近年特に重要なものは製鉄用コークスを造る原
料炭である。この埋蔵量は76億トン以上と推定され，モーラ地区（9LD州），
ウーロンディリー，ニューデル地区（N．S．W．州）などで採掘されている。こ
れも主として目本向けに輸出されている。
　アルミニュームの原料であるポーキサイトもウェイパ（9LD州），ゴープ
（NT），ジャラデール（WA州）で採掘されている。ウェイバの埋蔵量は25億
トンで，年産600万トンの2／3はグラヅドストン（9LD州），ベルベイ（TAS
州）でアルミナに精錬され，残りの1／3は日本に輸出されている。
　天然ガスも犬陸の中央部パーム・バレーなどで発見され，280億m3以上の埋
蔵量があるといわれているが，まだ殆んど開発されていない。従釆石油はこの
大陸で発見されていなかったが，1961～64年にムー二一（9LD州）で初めて
開発に成功して以来，バロー島（WA州），バス海峡のジャプスランド油田
（VIC州沖）で続々と試掘されて居り，近い将来に白給できるのではないかと
期待されている。この外西オーストラリア州や南オーストラリア州の工業塩，
それにウラン鉱など多くの地下資源が発見されている。まだ調査が始まったば
かりであるので，この広い大陸の何処かにまだ多くの地下資源が眠っていると
考えられる。このようにオーストラリアは非常に豊かな天然資源を有している
が，それが人口密集地から遠く離れた内陸の奥地で発見されているため，その
開発には巨額の資本投下を必要とすることが一つの問題であり，また国内に強
い工業力をもたないために，製品とはせずに，単に原料のまま輸出することに
満足していてよいのかという問題もある。いずれにせよ現在の処では，目本は
オーストラリアの鉄鉱石，原料炭などの工業原料なしにはその経済を維持して
いくことは考えられず，また逆にオーストラリアとしても目本の工業向にその
地下資源を輸出していかねば自国の経済成長が不可能であるという補完的な関
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係にあることは事実である。しかしながら目本としては常に相手国の利益を十
分に尊重して貿易を発展させていくことが長期的に見て最も必要なことである。
お　わ　り　に
　目本の21倍という広い大陸に人口はわずかに目本の九分の一，しかも豊富な
地下資源に恵まれたオーストラリアは，温暖かつ晴天の多い気侯に恵まれ，ま
さに“幸運”の国である。しかしながら外部から見た羊の国という印象もその
著しく乾燥した気侯に1頃応した結果であり，内部的に見ると都市化が進み，し
かも第二次・第三次産業従事者比率の高い先進国型の国である。しかしさらに
詳しく分析していくと，これら第二次・第三次産業は零細な経営が多くその生
産性は農・牧畜業，鉱業に比較して低く，輸出競争力も弱い。したがってこの
ことからオーストラリアの経済は欧米先進諾国型経済とは同一視することが出
来ない。
　戦後のオーストラリアの経済政策は，完全雇傭と物価の安定を維持しながら
経済成長と人口増加を計ろうとしている。しかしながら欧米から遠く離れて位
置していることおよぴ国土面積に比して人口が著しく少ないという地理的条件
や先述してきたような白然的社会的条件を今後如何に克服していくかは非常に
興味ある事実である。
　終りに本論を作成するにあたり，一カ年間留学する機会を与えてくれたオー
ストラリア国立大学（キャンベラ）およびその資金的援助を与えてくれたレバ
ヒューム財団（ロンドン）の名を特に記して謝意を表したい。
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